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V329a Ｘ線分光撮像衛星 (XRISM) 搭載軟 X 線撮像装置 (Xtend) の開発の現状 (5)
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2022 年度に打ち上げ予定のX 線分光撮像衛星 (XRISM) には、軟 X 線撮像装置Xtendが搭載される。Xtend
は、Ｘ線ミラー (XMA) と CCD カメラ (SXI) で構成され、4枚の素子を 2×2に配置することで 0.4−13 keV の
エネルギー範囲で、 38 分角四方の広視野分光撮像を実現する。2020年秋季年会で報告した通り、SXIのハウジ
ングやエレクトロニクスなどの製作および機能検証試験はほぼ完了し、最終組み立ての状態にある。2020年 12
月にサブシステム全体での機能・性能評価試験を実施予定で、その後、熱真空試験も予定している。並行して、
CCDのフライトモデル (FM) 4素子に関して、ゲイン・電荷転送非効率（CTI）等の各種パラメータの決定や応
答関数の構築をすすめ、キャリブレーションデータベース (CALDB)としてとりまとめている。今回の講演では、
Xtend/SXIの製作・試験・解析の最新状況および、衛星試験に向けた今後の見通しについて報告する。


